「明日の国際交流推進プラン」の改定に係る
第１回政策検討委員会の概要（報告）　
■日　時　平成２３年７月２７日（水） １３：１５～１５：１５
■場　所　メルパルク京都　４階研修室２
■出席者　
　○参与・委員　有田委員（座長）、生田委員、許委員、澤田委員、柴田委員、
　　　　　　　　チャンニュン委員
　○事　務　局　兒島知事室長、山口国際課長、小寺副課長、櫻木副主査
■説明事項に対する質疑
　Ｑ　留学生数の全国ランキングのようなものはあるか。
　Ａ　順位ごとのランキング表は無いが、資料編115ページに都道府県別の留学生数の表があり、①東京都45,617人、②大阪府10,791人、③福岡県9,665人、④愛知県6,773人、⑤埼玉県6,153人、⑥千葉県6,054人、⑦京都府5,896人、⑧神奈川県4,716人、⑨兵庫県4,637人、⑩大分県4,198人
　Ｑ　大学生数に対する留学生の割合は、京都府は高い方なのか。
　Ａ　割合比較のデータは手元にないが、人口当たりの留学生数は全国上位である。
　　　＜人口千人当たり留学生数　平成20年度＞
        ①東京都3.37人、②大分県3.28人、③京都府1.89人、④福岡県1.31人、⑤石川県
1.21人、⑥大阪府1.17人、⑦岡山県1.01人、⑧長崎県0.96人、⑨千葉県0.92人、⑩愛知県0.85人
　　　＜大学生数に占める留学生数の割合　平成22年度＞
　　　　①大分県24.83%、②長崎県8.6%、③福岡県7.8%、④山口県7.2%、⑤茨城県7.0%、　　　　⑥岐阜県6.7%、⑦三重県6.5%、⑧岡山県6.4%、⑨群馬県6.31%、⑩東京都6.25%、　　　　20大阪府4.7%、27兵庫県3.69%、28京都府3.66%
　Ｑ　福岡県が多いのは、何か理由があるのか。
　Ａ　中国・韓国に近いということと、県でも留学生支援施策に力を入れて取り組んでお　　　られる。
　Ｑ　府名誉友好大使は、帰国後のフォローアップや活用をしているのか。
　Ａ　府から情報提供するとともに、帰国大使からもレポートを送ってもらうなどネット　　　ワークを維持。様々な活動で府をＰＲしてもらうとともに、府事業での海外渡航時　　　に現地での通訳等を依頼。
　　　その他、帰国後の活用例
　　　・府の上海ビジネスセンターに就職し、日中の架け橋として京都企業の中国進出を　　　　サポート
　　　・中国で日系旅行会社に就職し、現地における京都ＰＲの推進役として活躍
　　　・スリランカ出身大使は、国立大学の講師として日本文化等の授業を担当
　　　・イタリア出身大使は、現地在住の日本人に言葉を教え、お互いの文化を紹介
　Ｑ　就職支援の人材バンクや海外人材ジョブカフェでは、企業の紹介もしているのか。
　Ａ　就職活動支援が中心で、ハローワークのような職業紹介は、資格と認可が必要であ　　　り、現在は行っていない。通常の企業情報の提供は行っている。
■委員意見
　【大学の立場から】
　　○日本には非常に難しい大学からそうでない大学まで多くのバリエーションがあり、　　　少子化もあって留学生で学生数を埋めようとしている大学もかなりあり、そうした　　　大学が増えれば日本全体での留学生も増えることになる。しかし、そこには量だけ　　　ではない、質の問題がある。
　　○留学生で埋めているような大学では、本当に勉強をしているのか、働きに来ている　　　のではないかというように隠れ蓑になっているのではないかという問題点がある。
　　　色々な事件も起きているが、留学生数の多い大学だったように記憶している。
　　○現在、文科省の補助金を受けて、京都の有形無形の文化遺産を日本人学生と留学生　　　が学び合うような教育をしているが、そうしたことで京都から魅力を発信すること　　　は世界からも関心が高い。
    ○留学生受入は、日本人学生にとって居ながらにして国際交流が出来、利点が多い。
　　○本人が望むのであれば、留学生が日本企業に就職するのは良いことだと考えるが、　　　そのためには日本語力が重要になってくる。
　　○留学生を増やすために、英語だけでのプログラムを設置するなど、日本語が出来な　　　くても来日する留学生が今後増えると思われるが、日本での就職などを考えると、　　　日本語力をアップすることは必要。
　【産業界・企業の立場から】
　　○留学生は中小企業を知らないが、色々なきっかけで個人的に縁が生まれて、中小企　　　業でも良い会社があるんだなあということで採用に至っている。
　　○中小企業なので経営者の考えが反映されて、留学生も日本人社員と区別せずに受け　　　入れる社風があり、それで人と人が繋がって日本人社員にもグローバル企業として　　　の意識が生まれてきている。
　　○府名誉友好大使で２名の優秀な中国人留学生を採用して活躍してもらっているが、　　　それまで府名誉友好大使のことを全く知らなかった。
　　○文化的にも歴史的にも京都は全体的な魅力があるが、それ以外にもユニークな素晴　　　らしい企業が多数存在する。そうした大企業を支えているのは中小企業の持つ技術　　　力であり、伝統工芸から生まれた産業技術など京都には「宝」があり、京都の留学　　　生は、それらを学べる大きなチャンスがある。
　　○入社した留学生は、京都が好きで、考え方が好きで、ものづくりを大事にする現場　　　の職人さんのことが好きで、大事にされて、そうした中国人社員が中国に良い国に　　　なって欲しいと願い、技術を伝えて持って帰りたいと思っている。
　　○外国人社員の力によって、小さな会社だったけれども海外に出ていける大きな原動　　　力になったと強く実感している。
　　○府の既存の施策は、ほとんど知られていない。個人として成功すると言うことだけ　　　でなく、仕組みとしてうまくいくにはどうすれば良いのか検討する必要がある。
　　○現在、毎年全体で100名弱の大卒を採用しており、そのうち6～70%が理系、3～40%　　　　が文系。
　　○留学生採用の取組は実際には遅れており、今年１名入り、来年４～５名が入社予定。　　　採用活動としては今年から本格的に行った。将来的には採用数の10%程度にしてい　　　　きたいと考えている。
　　○採用プロセスとしては、就職支援の会社が開催するセミナーに参加したり、大学を　　　訪問して企業の説明会を開いたり、自社での説明会を行っている。そうしたところ　　　に来られた方から採用している。
　　○国籍は中国が多く、３名が文系、１名が理系。企業の思いと実際に来られる留学生　　　とのギャップがある。日本への留学生は中国・韓国からが非常に多くを占めるが、　　　この両国は文系が多い。もっと理系にも来て欲しい。グローバル化を考えると国籍　　　も拡げたい。
　　○内定者になぜ日本に留学したのか聞いてみると、バンドへの興味などのあっけない　　　ものや親戚や父親が日本で事業をしているからという理由で、「京都だから来た」　　　という例は聞かないので、発信がうまくできてないのかとは思う。
　　○留学生は日本人学生よりもアグレッシブな感じや人に対するアピールの力も強い　　　　が、日本で働くとなると日本語力がもう少し欲しいと思うことがある。
【留学生、元留学生の立場から】
　　○自分が留学した当時は、それ自体が目的だったので、卒業したら帰国するというの　　　が一般的だった。
　　○自分が卒業する頃になって、留学生や外国人の採用が言われ始めたが、当時は就職　　　に関する情報や支援はほとんど無く、自力で頑張るしかなかった。今は大学や国も　　　動いてくれて、今の留学生は幸せに思える。
　　○留学生数は増えても、就職率は増えていない。平成20年のデータで留学生の就職　　　　者数（在留資格切り替え）は約10,000人だったが、平成21年には1,400人も減って　　　　いる。経済的な問題もあろうが、以下のことが問題ではないかと思っている。
　　　①情報不足、②大学の温度差、③理系学生は就職活動をしない（海外に行った方が　　　有利、研究等が忙しすぎて活動が出来ないなど）。
　　○文系の学生だけでなく、理系の学生も日本社会に取り込まないと真の意味での国際　　　化になりにくいと思う。
　　○留学生採用は、海外のマーケット拡大の側面だけではなく、日本の社会の国際化も　　　必要ではないかと思う。
　　○日本への留学生として、入口でも出口でも困ったことが多いというのが、日本留学　　　の正直な感想。
　　○入口で言えば、ベトナムでは情報が圧倒的に少ない。どういう学校があるか、どこ　　　に行けばよいか分からない。欧米・シンガポール・香港は積極的にＰＲしているが、　　　日本は見えてこない。両者の差は明確であり、欧米系に流れているのが現状。
　　○日本語が壁になっているのが、もう一つの問題。日本語は勉強するのが非常に難し　　　いという特徴がある。留学生が日本語を勉強してから日本留学するという考え方も　　　あるが、逆に日本が英語教育をもっと強化して、英語が出来る学生を受け入れて、　　　それから日本語教育を行っていけば良いのではないかと思う。
　　○物価についてなど、日本の生活情報が無いのが困る。アメリカなどでは、物価のこ　　　とや、アルバイトのことなど生活の情報が提供されている。そうした生活に関する　　　情報発信についてはもっと強化することが必要。
　　○留学生は京都で勉強しても、京都の企業のことを知らない。大企業はインターネッ　　　トで調べたり、先輩に教えてもらったりするが、中小企業の情報は全く無い。京都　　　の企業と京都の留学生だけでフェアーをやれば良いのではないか。
　　○東京と比べると、東京は多くの企業があり、交通も便利。京都は交通も不便であり、　　　京都から東京に就職した場合には引っ越しが必要など東京に比べて不便な点を解決　　　することが京都の大きな課題ではないか。
　　○京都にも良い大企業・中小企業がたくさんあるという情報提供を行い、留学生が京　　　都で就職することが出来るという環境を整備していくべきと考える。
　　○府大使のことも以前は知らなかった。大使事業だけでなく他の事業も含めて、意味　　　のある事業を多くの留学生にもっと知ってもらうために大規模に実施すべき。
■意見交換
　　○日本の中小企業は世界的に見ても技術力や経営理念など極めて優秀。そうした企業　　　に就職した留学生の口から発信することが必要。大企業に入りたかったけれども、　　　中小企業に入ったらこんなに大きなチャンスがあった、ダイナミックに仕事をさせ　　　てもらえる、というようなことを発表する場を作るなど情報発信の仕組みづくりを　　　していただければ良いのではないかと思う。
　　○アイセックによる国際学生インターンシップの取組でドイツ人やインド人のインターンシップを受け入れ、その後採用した事例がある。そのようにして歴史とともに、日本には大企業だけでなく中小企業もあるという情報量が蓄積され、日本への留学のきっかけやマッチングの出会いも生まれる。
　　○留学生向け就職フェアの際に、中小企業に就職した元留学生が話をするということ　　　でも、その場に来られた人たちだけで取組としては点でしか無く、インターネット　　　の活用が必要ではないかと思われるが、留学生の立場からはどのような事を望んで　　　いるか。
　　○留学生の情報入手は学校からだけであるが、留学生課に行っても留学生の就職に関　　　する情報は全く入ってこない。留学生掲示板にも、奨学金やアルバイトの情報はあ　　　るが、企業の情報は入ってこない。
　　○留学生の大手企業指向と言われるが、学校で相談してもリクナビ・マイナビを紹介　　　され、中小企業で働きたいと思っても、そこでは採用情報が分からない。
　　○中小企業でも留学生を採りたくても、優秀な留学生がどこにいるのか、また、面接　　　に来てもらっても何を見れば優秀なのか見方が分からない。
　　○簡単なのは日本語能力で判断する方法であるが、日本語がたどたどしくても、母国　　　語で話をしてみるととても優秀で、考え方もしっかりしているのに、小学生のよう　　　な日本語しか使えなかったりすると優秀さが見えてこないという例も多い。
　　○中小企業で留学生採用の際に困った点、留意点、不安な点、工夫している点は何か。
　　　それがひとつのノウハウになるのではないかと思う。
　　　また、積極的な欧米などは、発信として具体的にどういう事をしているのか教えて　　　欲しい。
　　○中小企業では、経営者の考えが反映するので、理屈とかルールとかではなく、基本　　　的には、世話好きとか、人好きとか、お節介焼きとか、そういうところから始まる　　　と思う。家族的に受け入れ、外国人社員を大事にしているなあと、安心感を持って　　　もらうことが大事。個人個人をしっかり見られるところが、大企業とは違う生命線　　　だと思っている。科学的でも、論理的でもないが、そうしたことを大事にしている。
　　○自分が大切にされている、受け入れられているということを、一企業であっても、　　　日本社会全体として、「あなたが必要なんです、来てもらいたいんです。」という　　　メッセージをどれだけ心を込めて発信できているかが重要ではないか。また例えば、　　　企業の中で世話好きの先輩社員がホストファミリーになるような工夫の提案も出来　　　るのではないか。
　　○欧米の留学情報は、テレビコマーシャルなどでバンバン流している。ベトナムの英　　　語のセンターでも発信していて、積極的に多くの方法を使って行っている。
　　○情報提供がとても明確で、プログラムの宣伝だけでなく、１年目に来て何を勉強す　　　るか、２年目からは何をするか、生活面では、物価のことやどういうアルバイトが　　　出来るか、そして予算がいくらぐらいになっているかプランとして分かりやすく、　　　卒業後は就職保証とは言えないが、学校での支援の仕組みが整っていることが紹介　　　されている。そのため、イメージしやすく、留学先として選択されやすい。
　　○結局問題は、大学にしても、企業にしても、留学生に対して積極的であるかどうか　　　に集約されるのではないか。足並みというか温度差があることが一番の問題点では　　　ないかと思う。
　　○留学生一人一人に対して懇切・丁寧にケアーすることが非常に大切であり、それは　　　これまで熱心に取り組む教員・職員の個人的な努力に頼ってきた側面があったが、　　　これからはそういう時代ではなく、人数にしてもものすごく増えていくであろうし、　　　今後は仕組みとして定着させていかなければならない時代になっている。
　　○大学によって、人によって、温度差があるのは仕様がないことであるが、少なくと　　　も積極的な大学や企業の情報を集めて、それを双方で共有できるような状況にして　　　いくことが必要。
　　○そのような集約を図ることで、点が線、線が面になっていく。また、引き摺られて、　　　積極的でなかったところも積極的になったりすることもある。
　　○行政施策として取り組むときには、平等主義で「おしなべて」という考え方もある　　　かも知れないが、そうしていると曖昧な状況がずっと続き、見えてこない。
　　○欧米の大学の積極性は、現地に大学を作ってしまうぐらいである。日本では、積極　　　的と言いながら、作る文書は未だに日本語だけだったり、本当に積極的であるかが　　　届いていない。
　　○どこにどのように情報を出せば、本当に届くのか、留学生に聞くことが重要。
　　○良い留学生が入れば、大学にとっても企業にとっても大きな力になる。今そういう　　　時代が来ていると思う。
　　○京都には素晴らしい企業がある。企業が大学に看板を上げたり、奨学金を出したり、　　　支援の姿勢を見せることが必要。大企業は、地域のために支援する社会的な役割を　　　果たしてもらえれば有難い。
■課題整理
　　＜大学＞
　　　○留学生は、単に数だけ見るのではなく、質の問題も意識しなければならない。
　　　○留学生が増えている大学・地域はやはり戦略的に取り組んでいる。大分は立命館　　　　ＡＰＵの取組、福岡は、中国・韓国の都市と姉妹都市提携をしている広域連携の　　　　取組があり、向こうの大学で日本語を勉強している学生を福岡の企業がインター　　　　ンシップで受け入れる取組など色々なことを関連して行っている。
　　　○就職のことを考えれば、日本語力のアップを検討する必要がある。
　　　○大学によって留学生に対する温度差が余りにも大きいということ。
　　　○留学生センターに行っても留学生に対する相談まで十分に出来ていない。大学の　　　　相談能力や情報収集能力といった機能的な弱さがあるのではないか。受入だけで　　　　なくその後も卒業・就職までのケアーが不十分であるということ。
    ＜企業＞
　　　○留学生・企業の双方に情報が無いということ。
　　　○中小企業では、留学生を採用することによる会社の多様性やグローバル化に対応　　　　する強みが生まれてくるということも、まだ十分に理解できていないのではない　　　　か。
　　　○留学生との「出会い」の場をどのように作っていくか、企業に入った後の信頼性　　　　をどのように高めていくか。
　　　○大企業では、理系を採りたいけれども、文系に偏っている現状。
　　　○中小企業では、留学生を採用するためにはどうしていけばよいのか。
　　　○企業は社会貢献が必要であり、京都の魅力を打ち出していくべきということ。
　　＜留学生＞
　　　○日本留学に関する情報が少ないということ。１回の留学フェアだけでは点でしか　　　　ないので、１年中いつでも情報が得られるような仕組みをどのように作っていく　　　　ことが出来るか。
　　　○京都にたどり着くために、海外の学生がどのようにして情報を入手しているか、　　　　というところからも理解した上で対策を考えることが重要。
　　＜その他＞
　　　○府の施策を検討していくに当たって、府が広く平等にというよりも積極的に行いたいという大学・企業との小さくても確実な実績を積みながら、それを足掛かりにしていく仕組みを作ったらどうか。
■座長まとめ・意見
　　　○次回は、これらの課題を解決するためにどうしたら良いか、留学生に京都に来て　　　　もらう、充実した学生生活を送ってもらう、そのあと日本企業、出来れば京都企　　　　業に就職して活躍してもらうためにはどうしたらよいのかと言うことを、具体的　　　　に考えたいので、抽象的でなく考えてきていただきたい。
　　　○京都府では行政として十分にやっていると思う。大きく出ている課題としては、　　　　日本・政府が留学生政策にビジョンがないこと。
　　　○人材構想は経産省、留学生は文科省、外務省ではジャイカの研修生の受け入れ、　　　　厚労省では外国人の看護師・介護士受け入れ、と様々な外国人受入政策をやって　　　　いるが、本当は日本で活躍してもらうというのは企業だけではない。
　　　○日本社会の福祉の現場、学校の先生になることなど色々な活躍の場があると思う　　　　が、面的にどのように外国人の方に入っていただいて日本の社会の多様性を高め　　　　ていくか、日本が住みやすい社会は色々な方が混在する中で良くなっていくとい　　　　うことが考えられなければならない。
　　　○しかし、我々はどのような社会を作ろうかというビジョンが、国にも行政にも大　　　　学にも欠けていて、目の前の戦略だけに捕らわれてしまうので、中央省庁ごとの　　　　縦割りが地方自治体にも反映してしまって、それが大学にも、例えばグローバル　　　　３０などに翻弄されてしまう、というところがあると思っている。
　　　○国の留学生対策は、戦後補償・賠償の色彩が強かったが、近年、経済的な側面が　　　　強くなってきていて、グローバル社会の中での高度な人材育成という観点に変わ　　　　って来つつあるかと思う。
　　　○そうした状況を踏まえて、私たちは、地方においてどういう留学生施策をやって　　　　いけば良いか。
　　　○大学の情報発信も、企業の情報発信も、京都府だけでやるのではなくて、出来れ　　　　ば関西広域でやっていく方法を、京都府がリーダーシップを取って出来れば良い　　　　のではないかと思う。
　　　○留学生センターも、大学ごとに作るのではなくて、まとめたものがあり、その中　　　　で日本語学習や相談機能、就職支援などが実施していければ良いのではないかと　　　　思う。
